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今
回
で
１７
回
目
と
な
る
「
骨
寺
村
荘
園
稲
刈
り
会
」
が
、
９
月
２６
日
（
日
）

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
と
い
う
こ
と
で
、
昨
年
、
そ
し
て

春
の
お
田
植
会
と
同
様
に
、
米
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
を
は
じ
め
一
般
の
参
加
者
は

お
招
き
せ
ず
、
地
元
住
民
と
関
係
機
関
の
方
々
の
み
で
の
稲
刈
り
作
業
と
な

り
ま
し
た
。 

 

中
尊
寺
大
長
寿
院
菅
原
光
中
ご
住
職
、
菅
原
光
聴
執
事
長
に
よ
る
安
全
祈

願
、
疫
病
退
散
の
御
祈
祷
を
行
っ
て
頂
き
、
そ
の
後
、
参
加
者
全
員
で
遠
西

の
圃
場
で
、
手
刈
り
や
バ
イ
ン
ダ
ー
を
使
っ
て
の
刈
り
取
り
、
ほ
ん
に
ょ
掛

け
ま
で
の
作
業
を
、
午
前
中
の
２
時
間
で
行
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
３
期
１２
年
に
亘
っ
て
市
政
を
舵
取
り
し
て
頂
い
た
勝
部
修
市
長
が

こ
の
度
勇
退
と
い
う
こ
と
で
、
市
長
と
し
て
の
最
後
の
ご
挨
拶
を
頂
い
た
中

で
、
一
市
民
と
し
て
も
引
き
続
き
世
界
遺
産
追
加
登
録
に
向
け
て
支
援
す
る

と
い
う
力
強
い
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

営
農
の
継
続
、
景
観
の
保
全
が
今
後
も
大
切
で
あ
る
と
の
思
い
を
胸
に
、

参
加
者
全
員
が
作
業
に
気
持
ち
の
良
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。 

 

国道 342 号の真湯ゲートが５日正午に閉鎖され、秋田県へ

のルートは、来年４月末まで、冬季通行止め期間となります。 

 

１１
月
３
日
（
祝
）、
秋
の
恒
例
行
事
、
骨
寺
村
荘
園
「
収
穫
祭
」
が
、

素
晴
ら
し
い
秋
晴
れ
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

会
場
の
若
神
子
亭
に
は
、
朝
か
ら
多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
、
産
直
の
百

円
均
一
や
、
荘
園
米
・
南
部
一
郎
か
ぼ
ち
ゃ
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
、
も
ち
・

芋
の
子
汁
の
振
舞
い
な
ど
、
秋
の
味
覚
を
存
分
に
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
厳
美
中
学
校
ふ
る
さ
と
隊
の
生
徒
さ
ん
１１
名
が
イ
ベ
ン
ト
運

営
に
参
加
し
、
テ
ン
ト
設
営
、
着
ぐ
る
み
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
や
、
お
に
ぎ
り
作

り
な
ど
、
大
活
躍
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

コ
ロ
ナ
感
染
が
落
ち
着
く
中
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
盛
会
裏
に
開
催
で

き
た
こ
と
、
来
場
者
並
び
に
運
営
に
携
わ
っ
て
頂
い
た
方
々
に
、
感
謝
い

た
し
ま
す. 

  

骨
寺
村
荘
園
遺
跡
整
備
活
用
基
本
計
画
の
、
令
和

４
年
度
か
ら
５
年
間
の
事
業
実
施
計
画
を
策
定
す
る

た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
、
全
３
回
の
予
定
で
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

地
元
住
民
や
、
大
学
生
、
中
学
生
に
よ
る
、
将
来

の
骨
寺
村
の
有
り
た
い
姿
を
描
く
、
貴
重
な
機
会
で

あ
り
、
各
回
と
も
、
参
加
者
か
ら
は
、
積
極
的
な
意 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

見
が
た
く
さ
ん
出
さ
れ
て
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ま
す
。 


